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第 1 章

Ciscoヘッドセット 700シリーズに関して

• Ciscoヘッドセット 730シリーズに関して（1ページ）
• Ciscoヘッドセット 730を Bluetoothデバイスに接続する（2ページ）
• Cisco IP電話 8800シリーズへの Ciscoヘッドセット 700シリーズの導入（3ページ）
•関連資料（5ページ）

Ciscoヘッドセット 730シリーズに関して
Ciscoヘッドセット 730は、Bluetooth接続で Ciscoソフトクライアントと Cisco IP電話とペア
リングする無線ヘッドセットです。ヘッドセットには、雑音の多いオフィス環境で使用するた

めの強力なノイズキャンセレーションおよび周辺オーディオ拡張システムに加えて、完全な呼

制御と音楽再生機能が備わっています。Ciscoヘッドセット730は、Cisco Jabber、Webex、Cisco
Webex Meetings、Cisco IP電話および Cisco Webexデスクデバイスとのコール統合をサポート
します。

Ciscoヘッドセット 730は、信頼できる Bluetoothソリューションを提供しないデバイスで使用
するためのシスコヘッドセット USB HDアダプタを備えています。ヘッドセットは、搭載さ
れている 3.5 mmケーブルおよび USB-Cから USB-Aケーブルを介してデバイスに接続するこ
ともできます。USB-Cケーブルは、充電ケーブルとしても機能し、USB電源アダプタに接続
できます。

Ciscoヘッドセット 730は以下の導入オプションをサポートしています。

• CiscoUnified CommunicationsManager（Unified CM）：CiscoUnified CommunicationsManager
ソフトウェアリリース 11.5(1)SU7以降および 12.5(1)SU1以降では、USBケーブル経由で
完全に Ciscoヘッドセット 730を導入し管理できます。

• Cisco Webex Control Hub：Cisco Webex Control Hubを使用して、Webexへの接続時に Cisco
ヘッドセット 730の導入と管理を行います。ヘッドセットインベントリは、Bluetoothと
USBケーブルの両方を接続して使用できます。

ヘッドセットの管理機能は、USB HDアダプタまたは 3.5mmケーブル経由では使用できませ
ん。

（注）
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Ciscoヘッドセットモバイルアプリ
シスコヘッドセットモバイルアプリでは、イコライザ設定の調整、ヘッドセット機能のカス

タマイズ、ヘッドセットのアップグレード、モバイルデバイスからの問題のトラブルシュー

ティングを直接行う権限をユーザに提供します。ヘッドセットを導入して管理する場合は、

ユーザはアプリおよび Cisco Unified CMおよび Cisco Webex Control Hubからヘッドセットの
ファームウェアを更新できます。Cisco Unified CMAdministrationから、ヘッドセットの更新元
を制限できます。

シスコヘッドセットは、Apple iPhoneおよび Androidデバイスで使用できます。

関連トピック

ヘッドセットテンプレート管理（13ページ）
Ciscoヘッドセットアプリを使用したヘッドセットの更新（45ページ）

Ciscoヘッドセット 730を Bluetoothデバイスに接続する
Ciscoヘッドセット 730をペアリングモードに設定すると、他のデバイスで検出できます。

Ciscoヘッドセット 730は、最大 8個の異なる Bluetoothデバイスを保存でき、最大 2台のデバ
イスと同時に同時接続を維持することができます。

ヘッドセットにすでに 2つのアクティブな Bluetoothソースがある場合は、別の Bluetoothデバ
イスをヘッドセットに追加する前に、1つの電源を取り外す必要があります。

（注）
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手順

ステップ 1 Bluetooth LEDが点滅するまで、電源/Bluetoothスイッチを 2秒間スライドさせて置いておきま
す。

ステップ 2 目的のコールデバイスで Bluetoothを有効にします。

ほとんどのコールデバイスの [設定]メニューから、Bluetoothの有効化と無効化を行うことが
できます。

ステップ 3 [デバイス]リストからヘッドセットを選択します。

ヘッドセットは、デバイスリストに、ヘッドセットのシリアル番号の最後の3桁が続く形式で
Cisco HS 730として表示されます。

Cisco IP電話 8800シリーズへの Ciscoヘッドセット 700シ
リーズの導入

Ciscoヘッドセット 730は付属の USBケーブルで、次の Cisco IP電話に接続できます。

次の電話機ファームウェアが Ciscoヘッドセット 730をサポートしています。

•電話機のファームウェア 12.7(1)以降

•マルチプラットフォームファームウェア 11.3(1)以降

（注）

• Cisco IP電話 8851
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• Cisco IP電話 8851NR

• Cisco IP電話 8861

• Cisco IP電話 8865

• Cisco IP電話 8865NR

手順

ステップ 1 USBケーブルの USB-Cの端を、左イヤーパッドの下部にあるポートに接続します。

ステップ 2 ケーブルの USB-Aの端を Cisco IP電話の USBポートに接続します。

ステップ 3 左側のイヤーパッドで、[電源/Bluetooth（Power/Bluetooth）]スイッチを上にスライドして
ヘッドセットをオンにします。

Ciscoヘッドセット 700シリーズ管理ガイド
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関連資料
関連情報を取得するには、次の各項を参照してください。

Cisco Webexヘルプセンター
Cisco Webex製品のサポート記事については、次の URLを参照してください。

https://help.webex.com/

Ciscoヘッドセット 700シリーズドキュメンテーション
お使いの言語、ヘッドセットモデル、コール制御システムに固有の資料を参照してください。

次のドキュメント URLから参照してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/headset-700-series/
tsd-products-support-series-home.html

Cisco IP電話 8800シリーズのマニュアル
お使いの言語、電話機モデル、およびコール制御システムに関する参照物を参照してくださ

い。次のドキュメント URLから参照してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/products/collaboration-endpoints/unified-ip-phone-8800-series/index.html

導入ガイドは、次の URLで参照できます。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/unified-ip-phone-8800-series/
products-implementation-design-guides-list.html

Ciscoヘッドセット 700シリーズ管理ガイド
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Cisco IP電話 8800シリーズマルチプラットフォーム電話のマニュアル
お使いの言語および電話機モデル向けの資料を参照してください。次のドキュメント URLか
ら参照してください。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/
ip-phone-8800-series-multiplatform-firmware/tsd-products-support-series-home.html

Cisco Unified Communications Managerのマニュアル
製品のサポートページで『Cisco Unified Communications Manager Documentation Guide』および
お使いの Cisco Unified Communications Managerリリースに特化したその他の文書を参照してく
ださい。

Cisco Webex Deskシリーズのマニュアル
お使いの言語、モデル、およびファームウェアリリース向けの資料を参照してください。次の

ドキュメント URLから参照してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/
desktop-collaboration-experience-dx600-series/tsd-products-support-series-home.html

Ciscoヘッドセット 700シリーズ管理ガイド
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第 2 章

Cisco Unified Communications Managerでの
Ciscoヘッドセット 700シリーズ管理

•ヘッドセット管理の概要（7ページ）
•ワークフロー:ヘッドセットの有用性の設定（8ページ）
•シスコヘッドセットサービスを有効化する（9ページ）
•ヘッドセット COPファイルを準備する（9ページ）
•ヘッドセットユーザ用のユーザプロファイルの設定（11ページ）
•エンドユーザにユーザプロファイルを適用する（12ページ）
•ファームウェア管理（12ページ）
•ヘッドセットテンプレート管理（13ページ）
•ヘッドセットインベントリの管理（17ページ）
• Cisco Unified Communications Managerでのヘッドセット向け Cisco Unified IP電話の構成
（20ページ）

ヘッドセット管理の概要
この章では、Ciscoヘッドセット700シリーズをユーザにすでに導入していることを前提として
います。ヘッドセットの導入の詳細については、「Ciscoヘッドセット700シリーズについて」
を参照してください。

•側音やノイズキャンセレーションなどのデフォルト設定をリモートで設定します。

•ヘッドセットのファームウェアを定義および制御します。

•展開内のすべてのヘッドセットの詳細なインベントリを取得します。

これらの機能は、Ciscoヘッドセット 730 USBケーブルでのみ使用できます。（注）
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ワークフロー:ヘッドセットの有用性の設定
次のワークフローを使用して、Ciscoヘッドセットの有用性機能のセットアップをガイドしま
す。

このワークフローを完了すると、ヘッドセット設定の構成、ヘッドセット最新ファームウェア

ロードの保持、ユーザへのヘッドセットの関連付け、ヘッドセットベースのExtension Mobility
の有効化、およびインベントリの保守を行うことができます。

手順

目的コマンドまたはアクション

シスコの統合された有用性でシスコヘッ

ドセットサービスをオンにします。

シスコヘッドセットサービスを有効化

する（9ページ）
ステップ 1

COPファイルを使用して、最新のヘッ
ドセットファームウェアをインストール

ヘッドセット COPファイルを準備する
（9ページ）

ステップ 2

してアップグレードしていることを確認

してください。

ユーザのユーザプロファイルがまだ設定

されていない場合は、次の手順を使用し

ヘッドセットユーザ用のユーザプロファ

イルの設定（11ページ）
ステップ 3

てプロファイルを設定します。ユーザプ

ロファイルがすべて設定されている場合

は、このタスクをスキップできます。

ユーザプロファイルをエンドユーザに割

り当てます。すでにユーザプロファイル

エンドユーザにユーザプロファイルを

適用する（12ページ）
ステップ 4

が割り当てされている場合は、このタス

クをスキップできます。

Ciscoヘッドセットテンプレートのデ
フォルト設定とファームウェアを設定し

ヘッドセットテンプレートの設定（16
ページ）

ステップ 5

ます。そのユーザプロファイルを使用し

ているユーザがこのヘッドセットテンプ

レートに割り当てられるように、ユーザ

プロファイルをテンプレートに関連付け

ます。

Cisco Unified CMインターフェイスを使
用して、展開したヘッドセットインベン

トリを確認できることを確認します。

ヘッドセットインベントリの表示（19
ページ）

ステップ 6
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シスコヘッドセットサービスを有効化する
Cisco Unified CM Administrationインターフェイスを使用して Ciscoヘッドセットとアクセサリ
の管理を開始する前に、Cisco Unified Communications Managerの有用性でをオンにします。

Ciscoヘッドセットサービスは、Cisco CallManagerサービスがすでに実行されているすべての
ユニファイドコミュニケーションマネージャノードでアクティブにする必要があります。Cisco
UnifiedCMの管理インターフェイスを使用して、ヘッドセットを管理するユニファイドコミュ
ニケーションマネージャーノードで Ciscoヘッドセットのサービスをアクティブにしてくださ
い。Ciscoヘッドセットサービスを有効にすると、Cisco CallManagerサービスは自動的にアク
ティブになります。不要な場合は、Cisco CallManagerサービスを非アクティブにします。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、 Ciscoユニファイドサービスに移動し、[ Go]をクリックしま
す。

ステップ 2 [ツール（Tools）] > [サービスのアクティベーション（Service Activation）]を選択します。

ステップ 3 [CMサービス (CM Services)]セクションからCiscoヘッドセットサービスのチェックボックス
をオンにし、[保存 (Save)]を選択します。

次のタスク

ヘッドセット COPファイルを準備します。

ヘッドセット COPファイルを準備する
COPファイルを使用して、最新のヘッドセットファームウェアをインストールしてアップグ
レードすることができます。ヘッドセット COPファイルには、それぞれの設定データととも
に、さまざまなヘッドセットモデルのすべてのファームウェアバージョンが含まれています。

COPファイルがインストールされる前に、Ciscoヘッドセットサービスが稼働していることを
確認します。

ヘッドセット COPファイルが、ユニファイドコミュニケーションマネージャのすべてのノー
ドにインストールされていることを確認します。

（注）

1. Ciscoヘッドセットの使用を開始する前に、COPファイルをユニファイドコミュニケーショ
ンマネージャーシステムにインストールまたはアップグレードします。
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ヘッドセットをエンドポイントに接続すると、ヘッドセットのテンプレート設定変更が適用さ

れます。ユニファイドコミュニケーションマネージャのヘッドセットのテンプレート設定を更

新すると、エンドポイントは接続されたヘッドセットにこれらの設定更新を適用します。

すべての設定の更新は、COPファイル内のヘッドセットテンプレートのバージョンによって異
なります。ヘッドセットのテンプレートのバージョンが最新の COPファイルよりも大きい場
合は、ユニファイドコミュニケーションマネージャのコンフィギュレーションファイルが更新

されます。COPファイル内のコンフィギュレーションファイルがアップグレードされると、テ
ンプレートのバージョンに関係なく、ユニファイドコミュニケーションマネージャのヘッド

セットのテンプレートのバージョンが更新されます。その逆も同様です。次のリストは、COP
ファイルのアップグレード後のさまざまなテンプレートバージョンの更新シナリオを示してい

ます。

•現在、ユニファイドコミュニケーションマネージャがヘッドセットのテンプレートバー
ジョン1-10とともにインストールされていて、ヘッドセットのテンプレートバージョン
1-12のユニファイドCommunicationsManagerサーバをアップグレードする場合、選択した
ヘッドセットのテンプレートのバージョンは1-12になります。Unified Communications
Managerは、より高いヘッドセットのテンプレートバージョンを選択します。

•現在、ユニファイドコミュニケーションマネージャがヘッドセットのテンプレートバー
ジョン1-10とともにインストールされていて、ヘッドセットのテンプレートバージョン1-9
のユニファイドCommunicationsManagerサーバをアップグレードする場合、選択したヘッ
ドセットのテンプレートのバージョンは 1-10になります。UnifiedCommunicationsManager
は、より高いヘッドセットのテンプレートバージョンを選択します。

•現在、ユニファイドコミュニケーションマネージャがヘッドセットのテンプレートバー
ジョン1-10でインストールされており、ヘッドセットのテンプレートバージョン1-12の
COPファイルをインストールすると、選択したヘッドセットのテンプレートのバージョン
は1-12になります。COPファイルと一緒にインストールされるヘッドセットのテンプレー
トが推奨オプションです。

•現在、ユニファイドコミュニケーションマネージャがヘッドセットとテンプレートバー
ジョン1-10でインストールされており、ヘッドセットのテンプレートバージョン1-9の
COPファイルをインストールすると、選択したヘッドセットのテンプレートのバージョン
は 1-9になります。COPファイルと一緒にインストールされるヘッドセットのテンプレー
トが推奨オプションです。

•ヘッドセットのテンプレートバージョン1-12を搭載した COPファイルがインストールさ
れていて、ヘッドセットのテンプレートバージョン1-10を使用しているユニファイドコ
ミュニケーションマネージャサーバをアップグレードした場合、選択したヘッドセットの

テンプレートのバージョンは1-12になります。UnifiedCommunicationsManagerは、より高
いヘッドセットのテンプレートバージョンを選択します。
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ヘッドセットユーザ用のユーザプロファイルの設定
ユーザのユーザプロファイルがまだ設定されていない場合は、次の手順を使用してプロファイ

ルを設定します。ヘッドセットテンプレートは、ユーザプロファイルを使用してユーザに割り

当てられます。すでにユーザプロファイルが設定されている場合は、このタスクをスキップで

きます。

導入要件に応じて異なるユーザのグループに複数のユーザプロファイルを構成します。デフォ

ルトでは、すべてのユーザプロファイルがシステムのデフォルトヘッドセットテンプレートに

割り当てられます。ヘッドセットのテンプレートを設定する場合は、カスタマイズされたテン

プレートに割り当てることができます。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [ユーザ/電話の追加（User/Phone Add）] > [ユーザプロファイル
（User Profile）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 ユーザプロファイルの [名前（Name）]および [説明（Description）]を入力します。

ステップ 4 [ユニバーサルデバイステンプレート（Universal Device Template）]を、ユーザの [デスクフォ
ン（Desk Phones）]、[モバイルおよびデスクトップデバイス（Mobile and Desktop Devices）]
、および [リモート接続先/デバイスプロファイル（Remote Destination/Device Profiles）]に割り
当てます。

ステップ 5 [ユニバーサル回線テンプレート（Universal Line Template）]をこのユーザプロファイルのユー
ザの電話回線に適用するために割り当てます。

ステップ 6 このユーザプロファイルのユーザに自分の電話をプロビジョニングするセルフプロビジョニン
グ機能の使用を許可するには、次の手順を実行します

a) [エンドユーザに自分の電話のプロビジョニングを許可（Allow End User to Provision their
own phones）]チェックボックスをオンにします。

b) [エンドユーザのプロビジョニングする電話数を制限（Limit Provisioning once End User has
this many phones）]フィールドに、ユーザがプロビジョニングできる電話の最大数を入力
します。最大値は 20です。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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エンドユーザにユーザプロファイルを適用する
作成したユーザプロファイルにユーザを関連付ける。このユーザプロファイルはエンドユーザ

に関連付けられている必要があり、ヘッドセットとテンプレート構成の変更を適用するには、

デバイスのMACを制御されたデバイスの下に追加する必要があります。

すべてのユーザがすでにユーザプロファイルに割り当てられている場合は、このタスクをス

キップできます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerのデータベースに新しいエンドユーザを手動で追加する
には、次の手順を使用します。

a) [Cisco Unified CM Administration]で、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユー
ザ（End User）]の順に選択します。

b) [新規追加（Add New）]をクリックします。
c) ユーザのユーザIDと苗字を入力します。

d) ドロップダウンリストから[ユーザランク（User Rank）]を選択します。

e) [エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。
フィールドの説明については、オンラインヘルプを参照してください。

f) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 2 エンドユーザをデバイスに関連付けるには、次の手順を実行します。

a) [Cisco Unified CM Administration]で、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択
します。

b) Cisco IP電話またはデバイスを選択します。
c) [Device Information]の下で、オーナーとして [ user ]を選択し、[ owner user ID]を選択し
ます。

d) 設定の変更を有効にするには、[ Save And Apply Config ]をクリックします。

ファームウェア管理
ユニファイドコミュニケーションマネージャに接続されているほとんどの電話機およびデバイ

スは、Ciscoヘッドセット500シリーズおよび Ciscoヘッドセット700シリーズをサポートして
います。ヘッドセットを電話機に接続する前に、最新の電話機のファームウェアリリースおよ

びデバイスパッケージをインストールしてください。ヘッドセットが初めて接続すると、必要

なファームウェアがダウンロードされ、アップグレードプロセスが開始されます。

Ciscoヘッドセット 700シリーズ管理ガイド
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特定のヘッドセットモデルでは、次の2つのファームウェアオプションがサポートされていま
す。

• [現在のバージョンのまま (current on current version)]:ヘッドセットを既存のファームウェ
アバージョンに維持する場合は、このオプションを選択します (つまり、ヘッドセット
ファームウェアバージョンは最新のシステムファームウェアバージョンにアップグレード

されません)。

•最新:ヘッドセットをアップグレードまたはダウングレードするには、このオプションを
選択します。選択したソフトウェアが、ヘッドセットの現在のファームウェアより古いリ

リースであっても、システムによってインストールおよび実行されます。

たとえば、最新版として1-5-1-10を選択すると、現在ヘッドセットに1-5-1-9または1-5-1-11
があるかどうかに関係なく、そのファームウェアがヘッドセットにインストールされま

す。

ファームウェアに関する考慮事項

•標準のヘッドセットテンプレートに割り当てられたユーザは、常に最新のヘッドセット
ファームウェアと設定を受信します。

•ヘッドセットテンプレート設定 (標準とカスタムの両方)に表示される設定は、すべての
ヘッドセットモデルシリーズの最新のファームウェアに常に設定されます。

ヘッドセットテンプレート管理
CiscoIP電話がリセットされたときに、ユーザのデフォルトのヘッドセットを設定するために、
Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）のユーザプロファイルにヘッドセットテ
ンプレートを割り当てることができます。ユーザは、各自の Cisco IP電話から個々のヘッド
セット設定を上書きすることができます。Unified CMは、次の 2種類のヘッドセットテンプ
レートをサポートしています。

標準デフォルトヘッドセット構成テンプレート

これは、すべてのヘッドセットモデルの工場出荷時のデフォルト設定を含むシステムのデフォ

ルトテンプレートです。システムにインストールされている最新のヘッドセットファームウェ

アでサポートされているヘッドセットの設定が含まれています。プロファイル設定を変更する

ことはできますが、デフォルト設定は編集できません。

標準デフォルトヘッドセット設定テンプレートが作成されるのは、[Ciscoヘッドセットサー
ビス（Cisco Headset Service）]が Cisco Unifiedサービスアビリティでアクティブになっている
場合のみです。詳細については、『Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』
を参照してください。

（注）
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デフォルトでは、カスタマイズしたヘッドセットテンプレートにプロファイルを関連付けない

限り、すべてのユーザプロファイルが標準ヘッドセットテンプレートに関連付けられます。

カスタマイズしたテンプレートを作成するには、デフォルトのテンプレートをコピーして、パ

ラメータを変更します。標準のデフォルトのヘッドセットテンプレートのコピーを作成して、

ヘッドセットファームウェアバージョンを含むパラメータのカスタマイズされた値を使用して

カスタムテンプレートを作成できます。

システムによって生成されたカスタムヘッドセットテンプレート

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU1以前は、
defaultheadsetconfig.jsonファイルでヘッドセットを制御していました。ただし、
Unified CMRelease 11.7(1)SU7以降および 12.5(1)SU1以降の場合、defaultheadsetconfig.jsonファ
イルは Cisco Unified CM Administrationインターフェイスの[システムによって生成されたカス
タムヘッドセットテンプレート（System Generated Custom Headset Template）]の一部になっ
ています。

カスタムヘッドセット構成テンプレート

導入のニーズに応じて、カスタマイズしたヘッドセットテンプレートを作成できます。同じテ

ンプレート内の異なるモデルに異なるヘッドセットパラメータを割り当てることができます。

別のヘッドセットモデルに異なるファームウェアロードを割り当てることもできます。カスタ

ムヘッドセット設定は、ユーザプロファイルをカスタムヘッドセットテンプレートに関連付

けることによって、特定のユーザのセットに割り当てることができます。

ヘッドセットテンプレートの設定の詳細については、 Cisco Unified Communications Manager

Administrationのオンラインヘルプのヘッドセットテンプレートの設定フィールドの説明を参照
してください。

次の表で、各ヘッドセットテンプレートのパラメータについて説明します。

表 1 :シスコヘッドセット 700シリーズのパラメータ

注意デフォル

ト

範囲パラメータ

ヘッドセットのファームウェアアップグ

レードソースを制御します。

デフォルトでは、ユーザは、ユニファイ

ドコミュニケーションマネージャに接続

されている Cisco IP電話または Cisco
Jabberまたシスコヘッドセットはアプリ
ケーションを使用してヘッドセットを

アップグレードできます。ヘッドセット

は、Unified Communications Managerの
ソースを使用して、ファームウェアの変

更のみを受け入れるように制限できま

す。

UCMま
たは
Cisco
Cloudか
らの許可

UCMまたは Cisco
Cloudからの許可
(ファームウェアは
アップグレードの

み)、UCMのみに制
限 (ファームウェア
はアップグレードま

たはダウングレー

ド)

ファームウェアの送

信元
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注意デフォル

ト

範囲パラメータ

ヘッドセットを通してユーザが聞くこと

ができる自声の音量を制御します。[オフ
(off )]は側音をオフにしますが、高の場
合、ユーザはヘッドセットマイクからさ

らに多くのフィードバックを受信しま

す。適応型側音機能が有効になります。

Adaptive側音がアクティブな場合、ヘッ
ドセットはユーザが話している音量に基

づいて側音レベルを自動的に調整しま

す。

中オフ、低、中、高、

適応型

側音

ユーザーが体験するノイズキャンセレー

ション量を制御します。[オフ (Off )]は
ノイズキャンセレーションをオフにしま

すが、100%の場合はユーザのノイズキャ
ンセレーションが非常に多く適応型ノイ

ズキャンセレーション機能を有効にしま

す。適応型ノイズキャンセレーションが

アクティブな場合、ヘッドセットは周囲

の環境に基づいて自動的にノイズキャン

セレーションを調整します。

100%オフ、0% –100%、
適応型

アクティブノイズ

キャンセレーション

（Active Noise
Cancellation）

Ciscoヘッドセット 730の自動ミュート
機能を制御します。自動ミュートがアク

ティブな場合は、ユーザがヘッドセット

を取り外すと、アクティブコールが自動

でミュートされます。ユーザがヘッド

セットを再び装着すると、ミュートが自

動でオフになります。

自動ミュートは、ファームウェアバー

ジョン 1-6-0-150以降のヘッドセットで
使用できます。

オフオン、オフ自動ミュート（Auto
Mute）
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注意デフォル

ト

範囲パラメータ

Ciscoヘッドセット 730の自動再生機能
を制御します。自動再生がアクティブな

場合は、ユーザがヘッドセットを取り外

すと、音楽の再生が自動で一時停止され

ます。ユーザがヘッドセットを再び装着

すると、音楽の再生が自動でオンになり

ます。

自動再生は、ファームウェアバージョン

1-6-0-150以降のヘッドセットで使用でき
ます。

オフオン、オフ自動再生（Auto
Play）

Ciscoヘッドセット 730の自動応答機能
を制御します。自動応答がアクティブな

場合は、ユーザがヘッドセットを装着す

ると、着信コールに自動で応答できま

す。

自動応答は、ファームウェアバージョン

1-6-0-150以降のヘッドセットで使用でき
ます。

オフオン、オフ自動応答（Auto
Answer）

ヘッドセットテンプレートの設定

シスコヘッドセットに適用できるカスタマイズされた設定でヘッドセットテンプレートを設定

するには、次の手順を使用します。カスタマイズしたテンプレートを作成するか、システム定

義の標準のデフォルトのヘッドセットテンプレートを使用できます。

標準のデフォルトのヘッドセット設定テンプレートは、システム定義のテンプレートです。標

準のデフォルトのヘッドセットテンプレートに新しいユーザプロファイルを割り当てることは

できますが、テンプレートを編集することはできません。デフォルトでは、すべてのユーザプ

ロファイルがこのテンプレートに割り当てられます。このテンプレートからユーザプロファイ

ルの関連付けを解除するには、新しいテンプレートにプロファイルを割り当てる必要がありま

す。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [ヘッドセット（Headset）] >
[ヘッドセットテンプレート（Headset Template）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

Ciscoヘッドセット 700シリーズ管理ガイド
16

Cisco Unified Communications Managerでの Ciscoヘッドセット 700シリーズ管理

ヘッドセットテンプレートの設定



•既存のテンプレートを編集するには、テンプレートを選択します。
•新しいテンプレートを作成するには、既存のテンプレートを選択し、[コピー (Copy)]をク
リックします。既存の設定が新しいテンプレートに適用されます。

ステップ 3 テンプレートの [名前（Name）]と [説明（Description）]を追加します。

ステップ 4 [モデルとファームウェアの設定（Model and Firmware Settings）]で、このテンプレートに適用
するカスタマイズされたヘッドセット設定を割り当てます。新しい設定を追加するには、[追
加（Add）]ボタンをクリックして設定項目を指定します。

ステップ 5 上下の矢印を使用して、このテンプレートに割り当てるユーザプロファイルを、[割り当てら
れているユーザプロファイル（AssignedUsers Profiles）]リストボックスに移動します。これら
のプロファイルに割り当てられているすべてのユーザは、このヘッドセットテンプレートにも

割り当てられます。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 デフォルトのテンプレート設定に戻すには、[デフォルトに設定（Set to Default）]ボタンを使
用します。

ステップ 8 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

標準のデフォルトヘッドセット構成テンプレートでは、以下に対して [設定の適用（Apply
Config）]ボタンが有効になります。

•割り当てられたユーザプロファイルリストに追加したユーザが所有しているデバイス

•名前非表示のデバイス

カスタマイズされたヘッドセット構成テンプレートでは、[割り当てられているユーザプロファ
イル（AssignedUser Profiles）]リストに追加されたユーザが所有するデバイスに対してのみ [設
定の適用（Apply Config）]ボタンが有効になります。

ヘッドセットインベントリの管理
Cisco IP電話は、ヘッドセットが接続状態または切断状態になるたびに、ヘッドセットインベ
ントリデータをユニファイドコミュニケーションマネージャに送信します。ユニファイドコ

ミュニケーションマネージャーは、インベントリデータを保存するため、このサーバに展開さ

れているすべてのヘッドセットについて、インベントリの要約レポートまたはカスタムインベ

ントリレポートを生成できます。

レポート情報には、ヘッドセットのシリアル番号とモデル番号、ドッキングステーションの詳

細、ファームウェア、使用されている設定テンプレート、ベンダーの詳細、およびデバイスへ

のヘッドセットの接続ステータスが含まれます。

Ciscoヘッドセット 700シリーズ管理ガイド
17

Cisco Unified Communications Managerでの Ciscoヘッドセット 700シリーズ管理

ヘッドセットインベントリの管理



ヘッドセットインベントリの設定

CiscoUnified CMAdministrationは、デバイス >ヘッドセット >ヘッドセットインベントリウィ
ンドウを使用して、サーバ上に展開されているすべてのヘッドセットの一覧を表示します。こ

の情報を使用して、導入されているすべてのヘッドセットのレポートを生成できます。デバイ

スのシリアル番号をクリックすると、個々のヘッドセットの詳細がポップアップウィンドウに

表示されます。

表 2 :ヘッドセットインベントリの設定

説明フィールド

ヘッドセットのシリアル番号。この番号は、個々のヘッドセットごと

に固有です。

Ciscoヘッドセット 520および 530 Seriesは、USBコントローラで見
つかったシリアル番号をレポートします。Ciscoヘッドセット 560お
よび 700 Seriesは、左側のアームバンドの内側にあるヘッドセットの
シリアル番号をレポートします。

シスコ製以外のヘッドセットの場合、デバイス名がシリア

ル番号として使用されます。複数の電話機で同じ非シスコ

ヘッドセットを使用すると、重複するヘッドセットレコー

ドが作成されます。

（注）

シリアル番号（Serial
Number）

ヘッドセットのモデル番号。Model

ベンダーの詳細を表示します。ベンダー

ヘッドセット接続の種類（有線、DECTワイアレス、または不明）を
示します。

タイプ

ヘッドセットの最新のファームウェアロードを表示します。ファームウェア

電話機またはデバイスを使用するエンドユーザの情報を表示します。ユーザ

ヘッドセット設定テンプレートの名前を表示します。テンプレート

ヘッドセットのアクティビティステータスが表示されます。接続さ

れているか、切断されている可能性があります。

ステータス (以降)

ドッキングモデルステーションのタイプが表示されます。ドックモデル

ヘッドセットが接続されているデバイスの名前。デバイス名（Device
Name）

Cisco IP電話またはCisco Jabberモデル番号を表示します。たとえば、
CP-8865は Cisco IP電話モデルです。CSFは、Windows用の Cisco
Jabber for Macまたは Cisco Jabberのいずれかのデバイスタイプです。

Device Model

Ciscoヘッドセット 700シリーズ管理ガイド
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説明フィールド

使用されているソフトウェアの最新バージョンが表示されます。これ

は、電話機のファームウェアまたは Jabberのソフトウェアバージョン
です。

ソフトウェアバージョ

ン

ヘッドセットの使用年数を表示します。レコードが削除された場合

は、ヘッドセットの使用年数がリセットされます。

ヘッドセットの経過時

間 (日数)

ヘッドセットインベントリの表示

サーバに展開されているすべてのヘッドセットの完全なリストを表示できます。この情報を使

用して、導入されているすべてのヘッドセットのレポートを生成できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）]> [ヘッドセット（Headset）]> [ヘッドセットインベントリ（Headset Inventory）]
を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [検索 (Find )]を選択すると、サーバに展開されているヘッドセットの完全なリストが表示
されます。

• 1つ以上の検索条件を検索ボックスに入力し、[検索 (Find)]を選択します。

ヘッドセットインベントリの概要

Cisco Unified CMAdministrationから、デバイス >ヘッドセット >ヘッドセットインベントリの
概要ウィンドウを使用して、ヘッドセットインベントリの概要ウィンドウで導入されたヘッ

ドセットの要約を表示することができます。

モデルごとのヘッドセットインベントリ

説明フィールド

ヘッドセットのモデル番号。ヘッドセットモデル

導入環境内の各モデルタイプのヘッドセットの数を示します。

[数量 (Quantity )]列のリンクをクリックして、[モデルタイ
プ (model type)]によってフィルタリングされた詳細なヘッ
ドセットインベントリページに移動します。

（注）

数量
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ステータス別ヘッドセットインベントリ

ヘッドセットモデル、アクティブ、非アクティブ、または割り当てられていない列のハイパー

リンクをクリックして、各ステータスの詳細なヘッドセットインベントリページに移動しま

す。

説明フィールド

ヘッドセットのモデル番号。ヘッドセットモデル

ヘッドセットは過去30日以内に接続されています。アクティブ

ヘッドセットが過去30日間に接続されていません。非アクティブ

（Inactive）

ユーザ IDがシステムに存在しないか、インベントリレコードにユー
ザ IDマッピングがありません。

Unassigned（未定義）

導入されたヘッドセットの集約サマリーを取得する

[ヘッドセットインベントリの概要 (ヘッドセットインベントリの概要)]ウィンドウで、展開し
たヘッドセットの集約サマリーを表示できます。

手順

CiscoUnified CMの管理で、[Device] [ヘッドセットの > >インベントリの概要]を選択します。

ヘッドセットインベントリの内訳は、モデル別またはヘッドセットステータス別に表示できま

す。

Cisco Unified Communications Managerでのヘッドセット
向け Cisco Unified IP電話の構成

Cisco Unified Communications Managerに接続されているほとんどの Cisco IP電話 8800シリーズ
の電話機は、Ciscoヘッドセット 700シリーズをサポートします。ヘッドセットを電話機に接
続する前に、最新の電話機のファームウェアリリースおよびデバイスパッケージをインストー

ルすることを推奨します。ヘッドセットが初めて接続すると、必要なファームウェアがダウン

ロードされ、アップグレードプロセスが開始されます。

Cisco Unified Communications Managerの電話機が、ヘッドセットを使用できる構成になってい
ることを確認します。

Ciscoヘッドセット 700シリーズ管理ガイド
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次の表で、Cisco Unified CommunicationsManagerのCiscoヘッドセット 700シリーズに関連する
機能を制御するフィールドについて説明します。

Cisco Unified Communications Managerの Cisco IP電話構成フィールドすべてに関する詳細情報
は、Cisco Unified Communications Managerの機能構成ガイドを参照してください。

表 3 : Cisco Unified Communications Managerでのヘッドセットの製品固有の構成フィールド

Ciscoヘッドセット 700シリーズ構成フィールド名

適用可能[側面 USBポート（Side USB Port）]

(Cisco IP電話 8851、8851NR、8861、8865、
8865NRのみ）

適用可能[背面 USBポート（Back USB Port）]

(Cisco IP電話 8861、8865、8865NRのみ）

適用可能[Bluetooth]

(Cisco IP電話 8845、8851、8861、8865のみ）

Bluetoothまたは USBアダプタで接続している場合、Ciscoヘッドセット 730は Cisco Unified
Comcomcomcationa Managerのインベントリに表示されません。

（注）

Ciscoヘッドセット 700シリーズ Cisco Unified Communications Manager
のパラメータ

次の表では、ヘッドセット使用にあたって構成する必要のある、製品固有の構成レイアウトペ

インのフィールドについて説明します。

表 4 :ヘッドセットの製品固有の設定フィールド

説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタ

イプまたは選

択肢

フィールド名

Cisco IP電話 8851、8851NR、8861、8865、お
よび 8865NRの側面にある USBポートを使用
する機能を制御します。

ユーザがUSBケーブルをヘッドセットに接続
するには、側面 USBポートまたは背面 USB
ポートを有効にする必要があります。

有効無効

有効

側面USBポー
ト
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタ

イプまたは選

択肢

フィールド名

Cisco IP電話 8861、8865、8865NRの背面の
USBポートを使用する機能を制御します。

ユーザがUSBケーブルをヘッドセットに接続
するには、側面 USBポートまたは背面 USB
ポートを有効にする必要があります。

有効無効

有効

背面USBポー
ト（Back USB
Port）

電話機上でBluetoothオプションを有効または
無効にします。無効にした場合、ユーザは電

話機上でBluetoothを有効化できません。Cisco
IP電話 8845、8851、8861、および 8865でサ
ポートされています。

この機能をサポートしていない電話機では、

フィールドは表示されません。

有効無効

有効

Bluetooth

ヘッドセット用の電話機グループの設定

ヘッドセットをサポートするために、ひとつの電話機グループを設定できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationに管理者としてサインインします。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]の順に選択します。

ステップ 3 電話機を特定します。

ステップ 4 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]ペインに移動し、フィールド
を設定します。

ステップ 5 変更フィールドの [エンタープライズ設定を上書き（OverrideEnterprise Settings）]チェックボッ
クスを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

ステップ 8 電話機を再起動します。

一台の電話機をヘッドセットに設定する

ヘッドセットをサポートするために、一台の電話機を構成できます。電話機のグループを設定

するには、共通の電話プロファイルを使用します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationに管理者としてサインインします。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します

ステップ 3 ユーザに関連付けられた電話機を特定します。

ステップ 4 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]ペインに移動し、フィールド
を設定します。

ステップ 5 変更するフィールドの [エンタープライズ/共通電話機プロファイル設定を上書き（Override
Enterprise/Common Phone Profile Settings）]チェックボックスを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

ステップ 8 電話機を再起動します。
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第 3 章

Cisco Unified Communications Managerバー
ジョン12.5(1)またはそれ以前のヘッドセッ
ト管理

• CiscoUnified CommunicationsManagerの古いバージョンでのヘッドセットの管理（25ペー
ジ）

•デフォルトのヘッドセットコンフィギュレーションファイルのダウンロード（27ペー
ジ）

•デフォルトのヘッドセットコンフィギュレーションファイルの変更（27ページ）
• CiscoUnified CommunicationsManagerのデフォルトコンフィギュレーションファイルのイ
ンストール（30ページ）

• Cisco TFTPサーバの再起動（30ページ）

Cisco Unified Communications Managerの古いバージョン
でのヘッドセットの管理

Cisco Unified Communications Managerのバージョンが 12.5(1)SU1より前である場合は、Cisco
ヘッドセット 700シリーズをオンプレミスの電話機で使用するようにリモートで設定できま
す。

Cisco Unified Communication Managerバージョン 10.5(2)、11.0(1)、11.5(1)、12.0(1)、および
12.5(1)のリモートヘッドセット設定では、CiscoソフトウェアダウンロードWebサイトから
ファイルをダウンロードし、そのファイルを編集してからCiscoUnifiedCommunicationsManager
TFTPサーバにアップロードする必要があります。ファイルは、JavaScript Object Notification
（JSON）ファイルです。更新されたヘッドセットの設定は、TFTPサーバでのトラフィックの
バックログを防ぐために、10～ 30分の時間枠でエンタープライズヘッドセットに適用されま
す。
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Cisco Unified CommunicationsManager Administrationバージョン 11.5(1)SU7を使用して、ヘッド
セットを管理および設定できます。

（注）

JSONファイルを使用する際は、次の点に注意してください。

•コードにブラケットまたは角カッコがない場合、設定は適用されません。JSONフォーマッ
タなどのオンラインツールを使用して、フォーマットを確認します。

• UpdatedTimeの設定を現在のエポック時間に設定するか、または設定が適用されません。
または、updatedTimeの値を + 1で引き上げて、以前のバージョンよりも大きくします。

•パラメータ名を変更すると設定は適用されませんので、変更しないでください。

TFTPサービスの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager and IM and Presence

Serviceアドミニストレーションガイド』の「デバイスファームウェアの管理」の章を参照し
てください。

defaultheadsetconfig.jsonファイルを適用する前に、電話機を最新のファームウェア
リリースにアップグレードします。次の表では、JSONファイルを使用して調整できるデフォ
ルト設定について説明します。

表 5 : Ciscoヘッドセット 700シリーズのパラメータとデフォルト設定

注意デフォル

ト

範囲パラメータ

ダウンロードソースが制限されます。00（UCM
とクラウ

ド） - 1
（UCMの
み）

アップグレードソース

（Upgrade Source）

ヘッドセットから聞こえるユーザ自身の声の

音量を制御します。0に設定すると、側音はオ
フになります。3に設定すると、ユーザのヘッ
ドセットマイクから大きなフィードバックが

あります。4に設定すると、側音の適応機能が
オンになります。Adaptive側音がアクティブ
な場合、ヘッドセットはユーザが話している

音量に基づいて側音レベルを自動的に調整し

ます。

00（オフ）
～ 4（適
応）

側音（Sidetone）
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注意デフォル

ト

範囲パラメータ

ヘッドセットのノイズキャンセレーションの

程度を制御します。0を設定すると、ノイズ
キャンセレーションはオフになります。5を設
定すると、ノイズキャンセレーションがかな

り強くなります。6を設定すると、ノイズキャ
ンセレーションの適応機能がオンになります。

ノイズキャンセレーションがアクティブな場

合は、ヘッドセットは周囲の環境に基づいて

ノイズキャンセレーションを自動で調整しま

す。

50（オフ）
～ 6（適
応）

アクティブノイズ

キャンセレーション

（Active Noise
Cancellation）

デフォルトのヘッドセットコンフィギュレーションファ

イルのダウンロード
ヘッドセットパラメータをリモートで設定する前に、最新の JavaScriptObjectNotation（JSON）
サンプルファイルをダウンロードする必要があります。

手順

ステップ 1 URL https://software.cisco.com/download/home/286325098にアクセスします。

ステップ 2 ヘッドセット 700シリーズを選択します。

ステップ 3 ヘッドセットシリーズを選択します。

ステップ 4 リリースフォルダを選択し、zipファイルを選択します。

ステップ 5 [ダウンロード（Download）]または [カートに追加（Add to cart）]をクリックして、プロン
プトに従います。

ステップ 6 ファイルを PCのディレクトリに解凍します。

次のタスク

デフォルトのヘッドセットコンフィギュレーションファイルの変更（27ページ）

デフォルトのヘッドセットコンフィギュレーションファ

イルの変更
JavaScript Object Notation（JSON）ファイルを使用する際は、次の点に注意してください。
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•コードにブラケットまたは角カッコがない場合、設定は適用されません。JSONフォーマッ
タなどのオンラインツールを使用して、フォーマットを確認します。

• UpdatedTimeの設定を現在のエポック時間に設定するか、または設定が適用されません。

• FirmwareNameがLATESTであること、または設定が適用されていないことを確認します。

•パラメータ名を変更しないでください。設定は適用されません。

手順

ステップ 1 テキストエディタを使用して defaultheadsetconfig.jsonファイルを開きます。

ステップ 2 updatedTimeと変更するヘッドセットパラメータの値を編集します。

次にサンプルスクリプトを示します。このスクリプトはあくまで参考例です。ヘッドセット

パラメータを設定する際には、これをガイドとして使用してください。ファームウェアロード

に含まれている JSONファイルを使用します。
{
"headsetConfig": {
"templateConfiguration": {
"configTemplateVersion": "1",
"updatedTime": 1537299896,
"reportId": 3,
"modelSpecificSettings": [
{
"modelSeries": "530",
"models": [
"520",
"521",
"522",
"530",
"531",
"532"

],
"modelFirmware": [
{
"firmwareName": "LATEST",
"latest": true,
"firmwareParams": [
{
"name": "Speaker Volume",
"access": "Both",
"usageId": 32,
"value": 7

},
{
"name": "Microphone Gain",
"access": "Both",
"usageId": 33,
"value": 2

},
{
"name": "Sidetone",
"access": "Both",
"usageId": 34,
"value": 1

},

Ciscoヘッドセット 700シリーズ管理ガイド
28

Cisco Unified Communications Managerバージョン 12.5(1)またはそれ以前のヘッドセット管理

デフォルトのヘッドセットコンフィギュレーションファイルの変更



{
"name": "Equalizer",
"access": "Both",
"usageId": 35,
"value": 3

}
]

}
]

},
{
"modelSeries": "560",
"models": [
"560",
"561",
"562"

],
"modelFirmware": [
{
"firmwareName": "LATEST",
"latest": true,
"firmwareParams": [
{
"name": "Speaker Volume",
"access": "Both",
"usageId": 32,
"value": 7

},
{
"name": "Microphone Gain",
"access": "Both",
"usageId": 33,
"value": 2

},
{
"name": "Sidetone",
"access": "Both",
"usageId": 34,
"value": 1

},
{
"name": "Equalizer",
"access": "Both",
"usageId": 35,
"value": 3

},
{
"name": "Audio Bandwidth",
"access": "Admin",
"usageId": 36,
"value": 0

},
{
"name": "Bluetooth",
"access": "Admin",
"usageId": 39,
"value": 0

},
{
"name": "DECT Radio Range",
"access": "Admin",
"usageId": 37,
"value": 0

}
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{
"name": "Conference",
"access": "Admin",
"usageId": 41,
"value": 0

]
}

]
}

]
}

}
}

ステップ 3 defaultheadsetconfig.jsonを保存します。

次のタスク

デフォルトのコンフィギュレーションファイルをインストールします。

Cisco Unified Communications Managerのデフォルトコン
フィギュレーションファイルのインストール

defaultheadsetconfig.jsonファイルを編集した後に、TFTPファイル管理ツールを使用
して、そのファイルを Cisco Unified Communications Managerにインストールします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified OSの管理から、[ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > [TFTP
ファイル管理（TFTP File Management）]を選択します。

ステップ 2 [ファイルのアップロード（Upload File）]を選択します。

ステップ 3 [ファイルの選択）Choose File）]を選択し、defaultheadsetconfig. jsonファイルに移
動します。

ステップ 4 [ファイルのアップロード（Upload File）]を選択します。

ステップ 5 [閉じる（Close）]をクリックします。

Cisco TFTPサーバの再起動
defaultheadsetconfig.jsonファイルを TFTPディレクトリにアップロードした後に、
Cisco TFTPサーバを再起動し、電話機をリセットします。約 10～ 15分後にダウンロードプ
ロセスが始まり、新しい設定がヘッドセットに適用されます。設定を適用するには、10～ 30
分かかります。

Ciscoヘッドセット 700シリーズ管理ガイド
30

Cisco Unified Communications Managerバージョン 12.5(1)またはそれ以前のヘッドセット管理

Cisco Unified Communications Managerのデフォルトコンフィギュレーションファイルのインストール



手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityにログインして、[ツール（Tools）] > [コントロールセンタ -機能
サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスから、Cisco TFTPサービスが実行されて
いるサーバを選択します。

ステップ 3 Cisco TFTPサービスに対応するラジオボタンをクリックします。

ステップ 4 [再起動（Restart）]をクリックします。
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第 4 章

Cisco Webex Control Hubでのヘッドセット
管理

• Control Hubでのヘッドセット管理（33ページ）
• Control Hubでヘッドセットインベントリを表示する（33ページ）
• Control Hubでのヘッドセット分析（35ページ）

Control Hubでのヘッドセット管理
この章では、Control HubでCiscoヘッドセットをモニタ、分析、およびトラブルシューティン
グする方法について説明します。この章では、Ciscoヘッドセット500シリーズ Ciscoヘッド
セット700シリーズをユーザーにすでに導入していることを前提としています。ヘッドセット
の導入の詳細にCiscoヘッドセット 700シリーズに関して（1ページ）ついては、を参照して
ください。

Control Hubでは、次のことができます。

• Webexに接続されているヘッドセットのヘッドセットファームウェアを表示します。

• Webex、Cisco Webex Meetings、および Cisco Webex Desk Seriesデバイスに接続されている
ヘッドセットの詳細インベントリを取得します。

• Webexに接続されているヘッドセットのヘッドセット使用状況メトリックを参照してくだ
さい。

Control Hubでヘッドセットインベントリを表示する
ヘッドセットインベントリ情報を使用して、ヘッドセットをユーザーに効率的に展開します。

Webex、Cisco Webex Meetings、およびCisco Webex Desk Proに接続された個々のヘッドセット
を表示およびソートできます。各ヘッドセットページには、ヘッドセットのモデル、シリアル

番号、ファームウェアのバージョン、接続ステータス、およびヘッドセットの接続時間が表示

されます。
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展開したヘッドセットをモデル、ステータス、またはユーザーでソートできます。

Control Hubのヘッドセットをクリックすると、デバイスの詳細を表示できます。次の表に、
表示される情報を示します。

表 6 : Control Hubのヘッドセットページの内容

説明フィールド

ヘッドセットに最後に接続されたデバイスまたはソフトクラ

イアント

接続先

デバイスに割り当てられたワークスペースユーザーBelongs To

デバイスに適用されるタグのリストタグ

ヘッドセットのシリアル番号シリアル番号

最新のヘッドセットファームウェアバージョンソフトウェア

ヘッドセット接続のタイプConnection Type

最近のヘッドセット接続イベントのリスト接続履歴

手順

ステップ 1 https://admin.webex.com/の顧客ビューから、デバイスに進みます。

ステップ 2 オプション：検索バーに「ヘッドセット」と入力して、インベントリ内のヘッドセットのみを
表示します。

ステップ 3 インベントリからヘッドセットを選択します。

Control Hubからのヘッドセットの削除
たとえば、ユーザーが退社し、ヘッドセットが使用されなくなった場合に、Control Hubから
個々のヘッドセットを削除できます。

手順

ステップ 1 https://admin.webex.comの顧客ビューから、デバイスに進みます。

ステップ 2 インベントリから削除するヘッドセットをクリックします。

ステップ 3 ポップアップウィンドウで [削除（Delete）]をクリックしてアクションを確定します。
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Control Hubからのヘッドセットのグループの削除
ヘッドセットのグループが不要な場合は、Control Hubから削除できます。

手順

ステップ 1 https://admin.webex.comのカスタマービューで、[デバイス（Devices）]に移動し、削除するヘッ
ドセットを選択します。

ステップ 2 ポップアップウィンドウで [デバイスの削除（Delete Devices）]をクリックしてアクションを
確定します。

Control Hubでヘッドセットインベントリレポートを生成する
インベントリ内のヘッドセットのカスタマイズされたレポートを CSVファイルとして生成で
きます。

手順

ステップ 1 https://admin.webex.com/の顧客ビューから、デバイスに進みます。

ステップ 2 オプション：検索バーに「ヘッドセット」と入力して、インベントリ内のヘッドセットのみを表
示します。

ステップ 3 インベントリレポートに含めるヘッドセットを選択します。

ステップ 4 [CSVとしてエクスポート（Export as CSV）]をクリックします。

ステップ 5 インベントリレポートに含めるデバイス属性を選択します。

ステップ 6 [エクスポート（Export）]をクリックします。

Control Hubでのヘッドセット分析
Webex AppおよびWebex Meetingsでは、会議中に Ciscoヘッドセットが組織で使用される頻度
を追跡できます。Ciscoヘッドセットの分析は、以下についてサポートされます。

• Ciscoヘッドセット 560シリーズ

• Ciscoヘッドセット 730

重要業績評価指標（KPI）

ヘッドセット分析に使用できる KPIは次のとおりです。
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• [合計ヘッドセット数（Total Headsets）]：Webexアプリに接続され、少なくとも 1回使用
された Ciscoヘッドセットの合計数。

• [アクティブなヘッドセットの合計数（TotalActiveHeadsets）]：選択した日付範囲でWebex
アプリで 1回使用された Ciscoヘッドセットの合計数。

• [合計コール数（Total Calls）]：選択した日付範囲でCiscoヘッドセットを使用してWebex
アプリに参加したコールと会議の合計数。

• [通話時間の合計（Total Call Minutes）]：選択した日付範囲で、Ciscoヘッドセットが
Webexアプリでのコールおよび会議で使用された合計時間（分）。

• [平均通話時間（Average Call Minutes）]：選択した日付範囲で、Ciscoヘッドセットが
Webexアプリでのコールおよび会議で使用された平均時間（分）。

日次平均使用状況とインベントリマップ

このマップは、Ciscoヘッドセットインベントリの全体的な地理的分布を示しています。また、
選択した期間における1日あたりの平均ヘッドセット使用状況の内訳も表示します。この可視
化により、ヘッドセットのインベントリと使用量が最も多い場所をすばやく確認できます。

ヘッドセットの使用率は、次の 3つのカテゴリに分類されます。

•未使用のヘッドセット。

•ヘッドセットの平均使用率が 1日 1時間未満。

•ヘッドセットの使用率が 1日 1時間を超える。
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国別日次平均使用状況

このチャートには、選択した日付範囲におけるヘッドセットの1日あたりの平均使用状況が国
別に表示されます。この情報を使用して、さまざまな国の間でのヘッドセット対応業務を確認

できます。

国別ヘッドセット

このチャートには、国別の Ciscoヘッドセットインベントリの合計分布が表示されます。この
チャートは、アクティブなヘッドセットと非アクティブなヘッドセットごとにインベントリの

内訳を示します。このチャートを国別日次平均使用状況チャートと比較して、他の国での対応

業務が低い原因が、ヘッドセットのインベントリ数が少ないのか、非アクティブなヘッドセッ

トの数が多いのかを判断できます。

モデル別日次平均使用状況

このチャートには、選択した日付範囲におけるヘッドセットの 1日あたりの平均使用状況が
ヘッドセットモデル別に表示されます。この情報を使用して、特定のモデルが他のモデルより

も使用量が多いかどうかを確認し、今後のヘッドセットの購入に役立てることができます。
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モデル別ヘッドセット

このチャートは、モデルごとの合計 Ciscoヘッドセットインベントリの内訳を示します。ヘッ
ドセットの総数とヘッドセットインベントリの割合でソートできます。このチャートは、アク

ティブなヘッドセットと非アクティブなヘッドセットごとにインベントリの内訳を示します。

通話中使用状況

このチャートには、通話中にヘッドセットが使用された時間数が表示されます。通話中の使用

とは、Webexアプリに参加している通話と会議のことです。

Ciscoヘッドセット 700シリーズ管理ガイド
38

Cisco Webex Control Hubでのヘッドセット管理

Control Hubでのヘッドセット分析



ステータス別ヘッドセット

このチャートは、経時的なヘッドセットステータスの傾向を示します。この情報を使用して、

Webexアプリでヘッドセットが使用されている頻度を合計数と比較して確認できます。

エンドポイント別使用状況

このチャートには、ユーザーがヘッドセットを接続したエンドポイントが表示されます。この

情報は、他のエンドポイントでのヘッドセット対応業務に役立ちます。

接続タイプ別使用状況

このチャートでは、接続のタイプ別にヘッドセットインベントリの内訳を示します。この情報

を使用して、組織内のユーザーが特定の接続タイプを好むかどうかを確認できます。
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第 5 章

Ciscoヘッドセット 700シリーズトラブル
シューティング

•トラブルシューティングの概要（41ページ）
• Cisco IP電話でシスコヘッドセットのファームウェアをアップデートする（43ページ）
• Cisco Jabberでヘッドセットファームウェアを更新する（44ページ）
• Ciscoヘッドセットアプリを使用したヘッドセットの更新（45ページ）
• Ciscoアクセサリハブのヘッドセットのアップグレード（46ページ）
• TACサポートケースの作成 [英語]（47ページ）
•ヘッドセットのシリアル番号（47ページ）

トラブルシューティングの概要
次のシナリオに関連した問題が発生する可能性があります。

•ユーザのヘッドセットが選択した通話デバイスと通信できない。

•音声品質が悪い。

•ヘッドセットまたは電話ファームウェアに互換性がない。

ユーザは、Cisco IP電話でヘッドセットを使用できません

問題

ユーザが Cisco IP電話 Ciscoヘッドセット 700シリーズに接続またはアップデートできない場
合があります。

ソリューション

•ユーザの電話機ファームウェアを確認します。

•電話機とヘッドセットの接続を確認します。
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•切断し、ヘッドセットに再接続する。

ユーザがデスクで実行できるその他のトラブルシューティング方法については、Ciscoヘッド
セット 730ユーザガイドを参照してください。

ヘッドセットは Cisco Jabberでは機能しません

問題

Windows版 Cisco JabberまたはMac版は、どの Ciscoヘッドセットモデルでも動作しません。

ソリューション

Cisco Unified Communications Managerの Jabberが、ヘッドセットを使用できる構成になってい
ることを確認します。TFTPサーバ上の jabber-config.xmlファイルを確認し、パラメー
タ EnableAccessoriesManagerが trueに設定されていることを確認してください。このパラ
メータは、ヘッドセットを含む接続されているデバイスのコール管理機能を有効にします。

Jabber-config.xmlファイルを変更してTFTPサーバにアップロードする方法については、「Cisco
Jabber のオンプレミスの展開」を参照してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/jabber/12_0/cjab_b_
on-premises-deployment-for-cisco-jabber-12/cjab_b_on-premises-deployment-for-cisco-jabber-12_chapter_
01111.htmlを参照してください

Cisco Unified Communications Managerのすべての Cisco Jabber設定フィールドの詳細について
は、Cisco Jabberのパラメータリファレンスガイドをhttps://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/jabber/12_0/cjab_b_parameters-reference-guide-for-cisco_12.htmlから参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Administration Inventoryにヘッド
セットが表示されません

問題

Cisco IP電話または Cisco Jabberに接続されている導入済みヘッドセットが、Cisco Unified CM
Administratorの [インベントリ（Inventory）]ページに表示されません。

ソリューション

•ユーザの電話機のファームウェアが 12.7(1)以降、または Cisco Jabberのバージョンが 12.8
以降でインストールされていることを確認します。

•ヘッドセットが USBケーブルを介して電話機に接続されていることを確認します。Cisco
Unified CM Administratorは、Bluetoothまたは USBアダプタを介してヘッドセットのイン
ベントリを登録しません。

• Ciscoヘッドセットサービスがアクティブであることを確認します。
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「シスコヘッドセットサービスを有効化する（9ページ）」を参照してください。

• Cisco Unified CommunicationsManager 11.5(1)SU7以降、またはCisco Unified Communications
Manager 12.5(1)SU1以降があることを確認します。

音声品質が悪い

問題

ユーザの音質が良くありません。

ソリューション

•必要なコールデバイスにヘッドセットを取り外して再接続します。

•ヘッドセットの電源をオフにしてから、もう一度オンにします。

•ペアリングされた他の Bluetoothデバイスをヘッドセットから取り外します。

• Bluetoothを取り外し、USBまたは 3.5mmケーブルで目的のコールデバイスに接続しま
す。

Ciscoヘッドセットアプリを使用してログを送信
ヘッドセットのログを使用すると、ciscoのエンジニアに対して、Ciscoヘッド 730セットの品
質向上に役立つ貴重な診断情報が提供されます。

手順

ステップ 1 Ciscoヘッドセットモバイルアプリを開きます。

ステップ 2 サポートを選択し、 [ログの送信]をタップします。

Ciscoヘッドセットアプリでは、入力済みの件名とログファイルが添付された新しいメッセー
ジの含まれるお好みのメールアプリが開きます。

ステップ 3 問題を電子メールで説明し、任意の添付ファイルを追加して、送信をタップします。

Cisco IP電話でシスコヘッドセットのファームウェアを
アップデートする

サポートされているCiscoIP電話上でヘッドセットソフトウェアを更新できます。ヘッドセッ
トのファームウェアアップグレード中に、電話機の画面に進行状況を表示できます。
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手順

ステップ 1 ヘッドセットを Cisco IP電話に接続します。

USBケーブルを使用して、IP電話のCiscoヘッドセット 730のみをアップグレードで
きます。

（注）

ステップ 2 ヘッドセットが自動的に更新されない場合は、電話機を再起動してください。電話機が再起動
すると、ダウンロードされた最新バージョンのヘッドセットファイルがヘッドセットにアップ

ロードされます。

オンプレミスフォンでヘッドセットのファームウェアを確認する

サポートされている Cisco IP電話でヘッドセットソフトウェアを確認できます。

手順

ステップ 1 [アプリケーション（Applications）] を押します。

ステップ 2 [アクセサリ（Accessories）]を選択します。

ステップ 3 [シスコヘッドセット]を強調表示して、[詳細を表示（Show detail）]を押します。

Cisco Jabberでヘッドセットファームウェアを更新する
ヘッドセットソフトウェアは、Cisco Jabberバージョン 12.5以降を実行しているコンピュータ
で更新できます。新しいファームウェアリリースが利用可能になると、Jabberは更新処理を自
動的に開始します。

Jabberバージョン 12.9以降では、ヘッドセットの更新の進行状況が表示されます。

手順

ステップ 1 USBケーブルでヘッドセットを Cisco Jabberを実行しているコンピュータに接続します。

ステップ 2 画面の指示に従います。

Cisco Jabberでヘッドセットファームウェアを確認する
Cisco Jabberバージョン 12.8以降のシスコヘッドセットファームウェアを確認できます。
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手順

ステップ 1 Cisco Jabberで、歯車のアイコン をクリックして、オプション >設定を選択します。

ステップ 2 スピーカースライドの下にある [詳細設定]をクリックします。

このウィンドウの上部にお使いのヘッドセットモデル、シリアル番号、および現在のファーム

ウェアバージョンが表示されます。

Ciscoヘッドセットアプリを使用したヘッドセットの更
新

ユーザは、シスコヘッドセットモバイルアプリからヘッドセットを更新できます。新しい

ファームウェアのロードが利用可能な場合、通知が画面の上部に表示されます。新しいファー

ムウェアのバージョンが自動的にアプリに表示され、完了まで約 7 ~ 10分かかります。

手順

ステップ 1 携帯電話で、シスコヘッドセットアプリを開きます。

ステップ 2 画面の上部にある青色の通知をタップします。

ステップ 3 画面の指示に従います。

Ciscoヘッドセットアプリのヘッドセットファームウェアを確認する
Ciscoヘッドセットアプリのファームウェアの現在の負荷を確認できます。

新しいファームウェアバージョンが利用可能になったときに、アプリからプロンプトが送信さ

れます。

（注）

手順

ステップ 1 モバイルデバイスでシスコヘッドセットを開きます。

ステップ 2 [設定] > [デバイス情報]を選択します。
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Ciscoヘッドセットアプリを使用してログを送信
ヘッドセットのログを使用すると、ciscoのエンジニアに対して、Ciscoヘッド 730セットの品
質向上に役立つ貴重な診断情報が提供されます。

手順

ステップ 1 Ciscoヘッドセットモバイルアプリを開きます。

ステップ 2 サポートを選択し、 [ログの送信]をタップします。

Ciscoヘッドセットアプリでは、入力済みの件名とログファイルが添付された新しいメッセー
ジの含まれるお好みのメールアプリが開きます。

ステップ 3 問題を電子メールで説明し、任意の添付ファイルを追加して、送信をタップします。

Ciscoアクセサリハブのヘッドセットのアップグレード
Ciscoヘッドセット 500 Series、Ciscoヘッドセット 730、または Ciscoアクセサリハブのシス
コヘッドセットUSBHDアダプタでアップグレードできます。このツールを使用すると、Web
ブラウザからヘッドセットファームウェアをアップグレードおよび確認できます。ヘッドセッ

トモデルと現在のファームウェアバージョンを自動的にチェックします。使用可能な新しい

ファームウェアバージョンがある場合は、ヘッドセットをアップグレードするオプションが表

示されます。

PCデスクトップから古いファームウェアバージョンをアップロードすることもできます。Cisco
Software Downloadページから zip圧縮されたファームウェアファイルをダウンロードし、.ptc
ファームウェアファイルを抽出します。ヘッドセットモデルは、名前で各 .ptcファイルと一致
します。参考として次の表をご覧ください。

表 7 :ヘッドセットファームウェアファイル

ヘッドセットモデル用語

Ciscoヘッドセット 520および 530 Series

ファームウェアバージョン 2.3(1)以降から新しいファーム
ウェアバージョンにのみアップグレードできます。2.3(1)か
らダウングレードできますが、古いファームウェアにダウ

ングレードした後は、アクセサリハブがヘッドセットを検

出できなくなります。

（注）

ddp

Ciscoヘッドセット 560シリーズmd

Ciscoヘッドセット 730sunkist
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ヘッドセットモデル用語

Ciscoヘッドセット 730 USBアダプタdongle

始める前に

この機能にアクセスするには、Google Chromeバージョン 92以降が必要です。

手順

ステップ 1 ヘッドセットをコンピュータの USBポートに接続します。

ステップ 2 Google Chromeで https://upgrade.cisco.com/accessoriesに移動します。

ステップ 3 [次へ（Next）]をクリックし、ポップアップウィンドウでヘッドセットを選択します。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

•クラウドから最新のファームウェアバージョンを選択します。
• PCデスクトップから古いファームウェアバージョンをアップロードします。

ステップ 5 [アップグレードを開始（Start Upgrade）]をクリックします。

TACサポートケースの作成 [英語]
ヘッドセットのトラブルシューティングについて他の質問がある場合は、Ciscoテクニカルサ
ポートセンター (TAC)オンラインを使用してサポートケースを開始することができます。

手順

ステップ 1 「https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/headset-700-series/
tsd-products-support-series-home.html」に進みます。

ステップ 2 [TACケースオンラインを開始する (Open a TAC Case Online)]をクリックして、指示に従って
ください。

ステップ 3 tac@cisco.com宛てに電子メールを送信して、ケースを開始することもできます。

ヘッドセットのシリアル番号
Ciscoヘッドセット 730シリアル番号は、次の場所で検索できます。

•ヘッドセットが梱包されていた箱の外側
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•左のヘッドバンドの内側

•シスコヘッドセットモバイルアプリ。

シスコヘッドセットアプリでのシリアル番号の検索（48ページ）を参照してください

•接続されている Cisco IP電話。

Cisco IP電話で使用しているヘッドセットのシリアル番号を確認する（48ページ）を参
照してください

• Windows版またはMac版 Cisco Jabber。

詳細に関しては、Cisco Jabberで使用しているヘッドセットのシリアル番号を確認するを
参照してください。

シスコヘッドセットアプリでのシリアル番号の検索

Ciscoヘッドセット 730シリアル番号シスコヘッドセットは、モバイルアプリで見つけること
ができます。

手順

ステップ 1 モバイルデバイスでシスコヘッドセットを開きます。

ステップ 2 [設定] > [デバイス情報]を選択します。

Cisco IP電話で使用しているヘッドセットのシリアル番号を確認する
お使いのヘッドセットのシリアル番号は、どの Cisco IP電話でも確認できます。

手順

ステップ 1 [アプリケーション（Applications）] を押します。

ステップ 2 [アクセサリ（Accessories）]を選択します。

ステップ 3 [シスコヘッドセット]を強調表示して、[詳細を表示（Show detail）]を押します。

Cisco Jabberで使用しているヘッドセットのシリアル番号を確認する
12.8移行のバージョンのWindows版およびMac版 Cisco Jabberで Ciscoヘッドセットのシリア
ル番号を見つけることができます。
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手順

ステップ 1 Cisco Jabberで、歯車のアイコン をクリックして、オプション >設定を選択します。

ステップ 2 スピーカースライドの下にある [詳細設定]をクリックします。

このウィンドウの上部にお使いのヘッドセットモデル、シリアル番号、および現在のファーム

ウェアバージョンが表示されます。
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